


実は今、ポケットの裏方では お話会で使用するペープサートを作成中です。
これは絵本の読み聞かせとは異なり、読み手というよりは語り手もしくは演者の
要素が必要になり難しくなってきます。文章は書いていないので暗記し、また絵を
見せる効果的なタイミングなどを練習しなくてはなりません。
その練習した成果が幼少の子にとって より魅力的に見えるよう作り手としましても

綺麗な仕上がりを目指しております。 また、絵本では表現出来ない奇想天外な仕掛
けを組み込む事も楽しいものがあります。 例えば、ひもを引くとパネルに描かれた犬のしっぽ
が動く等飽きさせない工夫を注ぎ込むことが出来るからです。
ところで、改めてペープサートという単語を調べてみると、そこには なんと幼児向けの紙人形
劇を意味すると書かれていました。 ペーパーパペットシアター（paper puppet theater) → 
短縮して「ペープサート」と言うことだそうです。 どうやら絵本をベースに考えていたので理解
が正確ではなかったようです。そして右下のような絵が描かれておりました。 鳥さんでしょう
か。 なかなかいい絵です。幼少の子が描く絵は、ピカソのような引きつけられる魅力を放って
いるように感じます。何故だか分かりませんが。。。
なるほど。きっちり造る事もそれはそれで良いのですが、
それだけではなく、お話会に来た子が描いた絵をペープ
サートボードに貼り付けて簡単な寸劇を行うのも喜ばれる
かも知れません。 良いアイデアを頂いたような気がします。
作成中のペープサートは、おそらく今年度に使われること

になるのではないかと思われます。
その時を楽しみにしていて下さいね。 ～ 裏方より ～
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